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室温での鉱物の塑性変形

Plastic deformation of minerals at room temperature
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超微小硬度計（ライダー）を用いて、ダイヤモンド製三角錐圧子により鉱物表面に圧痕をあける実験で、荷重が軽い
場合（１００ｍＮ程度）には、鉱物は破断を起こさず、塑性変形が起こることがわがった。実験に使った鉱物は、石英、
方解石、電気石、トパーズ、ザクロ石である。


